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畳
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は
じ
め
に
一
、『
杜
詩
双
声
畳
韻
譜
括
略
』
の
構
成
二
、
諸
術
語
の
定
義
（
精
度
編
）
（
一
）
双
声
の
精
度
に
関
す
る
術
語
の
定
義
Ａ
「
双
声
正
格
」
Ｂ
「
双
声
同
音
通
用
格
」
Ｃ
「
双
声
広
通
格
」
（
二
）
畳
韻
の
精
度
に
関
す
る
術
語
の
定
義
Ａ
「
畳
韻
正
格
」
Ｂ
「
畳
韻
平
上
去
三
声
通
用
格
」
Ｃ
「
畳
韻
広
通
格
」
お
わ
り
に
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は
じ
め
に
清
代
の
音
韻
学
者
・
周
春
（
一
七
二
九
〜
一
八
一
五
）
は
、
浙
江
海
寧
の
人
で
、
松
靄
と
号
し
た
。
乾

十
九
年
（
一
七
五
四
）
の
進
士
で
、
広
西
岑
溪
県
の
知
事
を
務
め
て
治
績
が
あ
っ
た
。『
十
三
経
音
略
』
十
三
巻
、『
爾
雅
補
注
』
四
巻
、『
小
学
餘
論
』
二
巻
な
ど
の
著
作
が
あ
り
、『
清
史
稿
』
巻
四
八
一
「
儒
林
伝
」
お
よ
び
巻
四
八
四
「
文
苑
伝
」
に
そ
の
伝
が
あ
る１
。
そ
し
て
『
杜
詩
双
声
畳
韻
譜
括
略
』（
以
下
、『
譜
括
略
』
と
略
称
）
と
い
う
著
作
は
、
そ
の
自
序
に
見
え
る
周
春
自
身
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、「
杜
詩
の
双
声
・
つ
く
こ
れ
畳
韻
を
以
て
創
り
て
一
書
を
為
す
は
、
則
ち
此
よ
り
始
ま
る
（
以
杜
詩
之
双
声
畳
韻
創
為
一
書
、
則
従
此
始２
）」
も
の
で
あ
る
。
な
お
同
書
に
は
、
周
春
と
同
時
代
の
王
鳴
盛
（
一
七
二
二
〜
一
七
九
七
）、
銭
大
昕
（
一
七
二
八
〜
一
八
〇
四
）、
趙
翼
（
一
七
二
七
〜
一
八
一
四
）
ら
、
乾

・
嘉
慶
期
を
代
表
す
る
碩
学
・
文
人
た
ち
が
序
文
や
題
辞
を
寄
せ
て
い
て
、
う
ち
銭
大
昕
の
序
に
も
「
宋
よ
り
以
来
、
お
よ
そ
あ
ま
な
杜
に
注
す
る
者
、
毋
慮
千
百
家
、
訓
詁
・
事
実
の
討
索
に
於
い
て
遺
す
こ
と
靡
し
。
双
声
・
畳
韻
を
以
て
杜
を
求
む
る
に
至
り
て
は
、
則
ち
吾
が
友
・
周
松
靄
先
生
よ
り
始
ま
る
（
自
宋
以
来
、
注
杜
者
毋
慮
千
百
家
、
於
訓
詁
事
実
討
索
靡
遺
。
至
以
双
声
畳
韻
求
杜
、
則
自
吾
友
周
松
靄
先
生
始
）」
と
あ
る
。
今
人
に
よ
る
論
考
で
は
、
許
總
氏
の
「
審
音
帰
母
、
謹
厳
細
密
―
―
周
春
『
杜
詩
双
声
畳
韻
譜
括
略
』
初
探３
」
と
題
す
る
そ
れ
が
、
基
本
的
か
つ
必
読
の
も
の
で
あ
る
。
許
總
氏
は
同
書
の
概
略
を
紹
介
し
な
が
ら
、「
音
韻
学
の
視
点
か
ら
、
杜
詩
を
研
究
す
る
こ
と
も
一
つ
の
重
要
な
方
法
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
実
際
に
は
歴
代
の
膨
大
な
注
釈
書
や
研
究
書
と
比
べ
、
ほ
と
ん
ど
空
白
地
帯
と
な
っ
て
」
お
り
、
同
書
の
「
杜
詩
学
に
対
す
る
パ
イ
オ
ニ
ア
的
な
貢
献
は
、
実
に
貴
重
な
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い４
」
と
述
べ
て
い
る
。
筆
者
は
、
同
書
に
引
か
れ
た
杜
詩
の
双
声
・
畳
韻
す
べ
て
の
事
例
に
つ
い
て
、『
広
韻
』
お
よ
び
『
韻
鏡
』
を
参
照
し
な
が
ら
、
声
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母
・
等
呼
・
声
調
・
韻
母
な
ど
の
確
認
を
す
で
に
終
え
て
い
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
周
春
の
双
声
・
畳
韻
の
判
定
は
、
切
韻
系
韻
書
の
細
密
な
区
分
を
し
ば
し
ば
越
え
て
行
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
判
定
基
準
は
か
な
り
の
緩
や
か
さ
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
杜
詩
の
双
声
・
畳
韻
技
法
の
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
周
春
の
こ
う
し
た
判
定
基
準
が
果
た
し
て
妥
当
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
の
検
討
が
ま
ず
必
要
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
前
提
と
し
て
、『
譜
括
略
』
と
い
う
書
物
の
構
成
お
よ
び
諸
術
語
の
定
義
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
周
春
が
用
い
た
杜
詩
の
テ
キ
ス
ト
は
、『
譜
括
略
』
巻
之
一
「
杜
古
詩
」「
大
雲
寺
賛
公
房
」
の
条
の
割
注
に
「
余
家
蔵
不
全
宋
本
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
り
、
そ
の
実
物
は
未
見
で
あ
る
が
、
本
稿
で
杜
詩
の
事
例
を
挙
げ
る
場
合
は
、『
譜
括
略
』
中
に
引
く
文
字
に
し
ば
ら
く
従
う
こ
と
に
し
た
。
一
、『
杜
詩
双
声
畳
韻
譜
括
略
』
の
構
成
『
譜
括
略
』
の
目
録
に
よ
れ
ば
、
同
書
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
巻
之
一
双
声
正
格
畳
韻
正
格
巻
之
二
上
双
声
同
音
通
用
格
畳
韻
平
上
去
三
声
通
用
格
巻
之
二
下
双
声
借
用
格
畳
韻
借
用
格
巻
之
三
双
声
広
通
格
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畳
韻
広
通
格
巻
之
四
双
声
対
変
格
畳
韻
対
変
格
巻
之
五
散
句
不
単
用
格
古
詩
四
句
内
照
応
格
巻
之
六
諸
格
摘
論
巻
之
七
論
各
書
巻
之
八
上
附
録
巻
之
八
下
序
例
同
書
は
終
始
、
杜
詩
お
よ
び
歴
代
詩
か
ら
の
豊
富
な
事
例
を
、「
律
詩
」
と
「
古
詩
」
と
に
分
け
て
掲
げ
な
が
ら
、
論
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
巻
之
一
か
ら
巻
之
五
ま
で
は
、
い
ず
れ
も
「
…
…
格
」
と
命
名
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
双
声
・
畳
韻
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
計
十
二
種
の
格
式
を
定
め
た
部
分
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
は
内
容
上
、
巻
之
一
か
ら
巻
之
三
ま
で
と
、
巻
之
四
か
ら
巻
之
五
ま
で
と
の
二
つ
の
部
分
に
大
き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
前
者
は
主
と
し
て
双
声
・
畳
韻
の
「
精
度
」
に
つ
い
て
論
じ
た
部
分
で
あ
り
、
後
者
は
主
と
し
て
双
声
・
畳
韻
の
「
頻
度
」
に
つ
い
て
論
じ
た
部
分
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
前
者
は
、
双
声
・
畳
韻
の
格
式
に
精
度
上
の
等
級
を
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
正
格

通
用
格
（
借
用
格
を
含
む
）

広
通
格
へ
と
進
む
に
つ
れ
て
、
双
声
・
畳
韻
の
精
度
が
段
階
的
に
緩
や
か
に
な
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
周
春
の
双
声
畳
韻
論
の
独
創
的
な
部
分
で
あ
り
、
本
稿
で
は
主
と
し
て
こ
の
精
度
に
関
す
る
術
語
の
定
義
に
つ
い
て
確
認
し
、
頻
度
に
関
す
る
術
語
の
定
義
の
確
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認
は
他
日
を
期
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
巻
之
六
は
、「
諸
格
」
の
語
が
示
す
と
お
り
、
そ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
も
ろ
も
ろ
の
格
式
を
総
括
す
る
部
分
に
な
っ
て
お
り
、
巻
之
七
は
「
各
書
」
す
な
わ
ち
歴
代
の
詩
論
書
に
お
け
る
双
声
畳
韻
論
を
引
用
し
な
が
ら
、
そ
の
適
否
を
論
じ
て
い
る
。
巻
之
八
上
は
、
文
字
ど
お
り
「
附
録
」
と
し
て
、
双
声
・
畳
韻
以
外
の
考
証
論
文
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
巻
之
八
下
は
、「
序
例
」
と
あ
る
と
お
り
、
周
春
自
身
に
よ
る
乾

癸
未
（
二
八
年
）
冬
日
付
の
自
序
の
ほ
か
、
己
亥
（
四
四
年
）
立
夏
付
の
凡
例
計
十
二
則
を
掲
げ
て
い
る
。
な
お
こ
の
凡
例
内
に
は
、
庚
辰
（
二
五
年
）
に
稿
を
起
こ
し
て
か
ら
三
度
の
改
易
を
経
、
さ
ら
に
壬
辰
（
三
七
年
）・
癸
巳
（
三
八
年
）
の
二
度
の
刪
訂
を
経
て
成
っ
た
同
書
の
い
き
さ
つ
が
略
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
も
と
十
六
巻
あ
っ
た
原
著
を
、
乾

辛
丑
（
四
五
年
）
の
仲
秋
に
そ
の
「
精
粋
」
の
み
を
取
っ
て
『
括
略
八
巻
』
に
ま
と
め
た
こ
と
が
、
凡
例
の
最
尾
に
附
記
さ
れ
て
い
る５
。
二
、
諸
術
語
の
定
義
（
精
度
編
）
前
節
で
見
た
と
お
り
、『
譜
括
略
』
と
い
う
書
物
の
大
半
は
、
杜
詩
中
に
現
れ
た
双
声
・
畳
韻
の
事
例
を
、
い
く
つ
か
の
異
な
る
格
式
に
分
類
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
格
式
の
名
称
が
そ
の
ま
ま
同
書
の
術
語
と
も
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
名
称
・
術
語
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
理
解
す
る
こ
と
が
、
周
春
の
判
定
基
準
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
前
提
と
な
ろ
う
。
以
下
で
は
、
巻
之
一
か
ら
巻
之
三
ま
で
の
術
語
に
付
せ
ら
れ
た
周
春
自
身
に
よ
る
解
説
を
仔
細
に
読
み
進
み
な
が
ら
、
周
春
が
そ
れ
ら
を
ど
う
定
義
し
て
い
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
な
お
、
便
宜
上
、
双
声
と
畳
韻
に
分
け
て
考
察
を
進
め
る
。
（
一
）
双
声
の
精
度
に
関
す
る
術
語
の
定
義
Ａ
「
双
声
正
格
」（
巻
之
一
）
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こ
の
巻
の
表
題
で
も
あ
る
こ
の
術
語
の
下
に
は
「
凡
そ
双
声
の
対
、
及
び
出
句
〔
上
句
〕
の
双
声
な
る
者
、
此
に
入
る
（
凡
双
声
対
及
出
句
双
声
者
入
此
）」
と
い
う
割
注
が
付
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
巻
に
収
め
る
事
例
が
、
双
声
同
士
が
対
句
中
に
対
置
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
上
句
に
双
声
、
下
句
に
畳
韻
が
対
置
さ
れ
て
い
る
も
の
と
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
こ
の
巻
の
初
め
に
は
、
牢
落
乾
坤
大
「
牢
落
」：
双
声
「
ラ
ウ
・
ラ
ク６
」
周
流
道
術
空
「
周
流
」：
畳
韻
「
シ
ウ
・
リ
ウ
」
「
奉
寄
河
南
韋
尹
丈
人
」（
五
言
排
律
０
０
３
３７
）
奮
飛
超
等
級
「
奮
飛
」：
双
声
「
フ
ン
・
ヒ
」
容
易
失
沈
淪
「
容
易
」：
双
声
「
ヨ
ウ
・
イ
」
「
奉
贈
鮮
于
京
兆
二
十
韻
」（
五
言
排
律
０
０
６
６
）
と
い
う
二
組
の
対
句
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
前
者
は
双
声
と
畳
韻
、
後
者
は
双
声
同
士
の
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
。
周
春
の
解
説
部
分
を
読
ん
で
み
よ
う
。
【
解
説
】
両
字
、
母
〔
声
母
〕
を
同
じ
く
す
、
之
を
双
声
と
謂
ふ
。
若
し
等
韻
字
母
三
十
有
六
に
依
り
て
同
紐
〔
同
じ
声
母
〕
を
取
る
者
、
之
を
用
ふ
る
た
が
こ
と
糸
毫
も
爽
は
ず
ん
ば
、
此
れ
双
声
正
格
な
り
（
両
字
同
母
、
謂
之
双
声
。
若
依
等
韻
字
母
三
十
有
六
取
同
紐
者
、
用
之
糸
毫
不
爽
、
此
双
声
正
格
也８
）。
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【
通
釈
】
声
母
を
同
じ
く
す
る
語
を
「
双
声
」
と
呼
び
、
そ
の
声
母
同
士
が
、
等
韻
図
に
付
さ
れ
た
三
十
六
字
母
に
照
ら
し
て
寸
毫
も
異
な
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
「
双
声
正
格
」
で
あ
る
。
「
等
韻
」
と
は
『
韻
鏡
』
な
ど
の
等
韻
図
を
指
す
が
、
周
春
が
見
て
い
た
も
の
は
恐
ら
く
『
康
煕
字
典
』
の
巻
頭
に
付
さ
れ
て
い
る
類
の
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
周
春
が
生
き
た
時
代
に
は
、『
七
音
略
』
は
見
る
こ
と
が
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
が
、『
韻
鏡
』
は
ま
だ
日
本
か
ら
逆
輸
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た９
。
ま
た
「
三
十
六
字
母
」
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら
等
韻
図
の
上
段
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
三
十
六
種
の
声
母
を
指
す
。
た
だ
し
こ
の
三
十
六
種
の
声
母
に
は
、
唐
末
・
五
代
か
ら
北
宋
に
か
け
て
の
中
古
漢
語
の
発
音
上
の
変
化
が
す
で
に
織
り
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
唐
代
中
期
の
標
準
語
音
に
近
い
も
の
を
想
定
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
に
若
干
の
操
作
を
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
次
頁
に
掲
げ
る
表
は
、「
三
十
六
字
母
」
を
土
台
と
し
、
そ
れ
に
唐
代
中
期
に
は
存
在
し
た
と
推
定
さ
れ
る
五
種
の
声
母
を
斜
字
体
で
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。
巻
之
一
に
収
め
ら
れ
て
い
る
双
声
の
事
例
は
、
下
掲
の
声
母
表
に
照
ら
し
て
、
お
お
む
ね
周
春
の
上
述
の
解
説
に
合
致
し
て
い
る
。
事
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
よ
う
。
生
涯
已
寥
落
寥
〔
来
母
〕／
落
〔
来
母１０
〕
国
歩
尚
䥊
䥗
䥊
〔
知
母
〕／
䥗
〔
知
母
〕
「
秋
日
䐿
府
詠
懐
奉
寄

監
李
賓
客
一
百
韻
」（
五
言
排
律
１
１
５
５
）
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「
三
十
六
字
母
」（
附
：
４１
声
母
）
参
照
：
三
根
谷
徹
『
中
古
漢
語
と
越
南
漢
字
音
』（
１９
９３
），
藤
堂
明
保
・
小
林
博
『
音
注
韻
鏡
校
本
』（
１９
７１
）
歯
音
（
正
歯
音
）
照
（
章
）
穿
（
昌
）
（
船
）
日
（
半
歯
音
）
審
（
書
）
禪
（
常
）
＊
斜
字
体
部
分
を
除
け
ば
「
三
十
六
字
母
」，
加
え
れ
ば
４１
声
母
と
な
る
。
（
歯
上
音
）
莊 初
牀
（
崇
）
疏
（
生
）＊
（
歯
頭
音
）
精 清 從 心 邪
喉
音
（
喉
音
）
影
于
（
云
）
喩
（
以
）
曉 匣
牙
音
（
牙
音
）
見 溪 群 疑
舌
音 （
舌
上
音
）
知 徹 澄 孃
來
（
半
舌
音
）
（
舌
頭
音
）
端 透 定 泥
唇
音 （
軽
唇
音
）
非 敷 奉 微
（
重
唇
音
）
幫 滂 並 明
全
清
次
清
全
濁
次
濁
次
濁 清 濁
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流
連
戯
蝶
時
時
舞
流
〔
来
母
〕／
連
〔
来
母
〕
自
在
嬌
鶯
恰
恰
啼
自
〔
従
母
〕／
在
〔
従
母
〕
「
江
畔
独
歩
尋
花
七
絶
句
其
六
」（
七
言
絶
句
０
４
７
４
）
悠
揚
荒
山
日
悠
〔
以
母
〕／
揚
〔
以
母
〕
崔
叞
故
園
煙
崔
〔
従
母１１
〕／
叞
〔
従
母
〕
「
陳
拾
遺
故
宅
」（
五
言
古
詩
０
５
８
８
）
予
見
乱
離
不
得
已
乱
〔
来
母
〕／
離
〔
来
母
〕
子
知
出
処
必
須
経
出
〔
昌
母
〕／
処
〔
昌
母
〕
「
覃
山
人
隠
居
」（
七
言
律
詩
１
２
１
４
）
た
が
し
か
し
中
に
は
、
声
母
が
「
糸
毫
も
爽
は
ず
」
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
事
例
も
含
ま
れ
て
い
る
（
※
参
照
）。
所
向
無
空
濶
空
〔
溪
母
〕／
濶
〔
溪
母
〕
真
堪
託
死
生
※
死
〔
心
母
〕／
生
〔
生
母１２
〕
「
房
兵
曹
胡
馬
」（
五
言
律
詩
０
０
１
０
）
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数
廻
細
写
愁
仍
破
細
〔
心
母
〕／
写
〔
心
母
〕
万
顆
円
匀
訝
許
同
※
円
〔
云
母
〕／
匀
〔
以
母
〕
「
野
人
送
朱
桜
」（
七
言
律
詩
０
５
４
９
）
幾
年
逢
熟
食
※
熟
〔
常
母
〕／
食
〔
船
母
〕
万
里
逼
清
明
清
〔
清
韻
〕／
明
〔
庚
韻
〕
＊
畳
韻
正
格
（
後
述
）
「
熟
食
日
示
宗
文
宗
武
」（
五
言
律
詩
１
０
９
１
）
一
重
一
掩
吾
肺
腑
※
肺
〔
敷
母
〕／
腑
〔
非
母
〕
山
花
山
鳥
吾
友
于
友
〔
云
母
〕／
于
〔
云
母
〕
「
嶽
麓
山
道
林
二
寺
行
」（
七
言
古
詩
１
３
９
５
）
「
死
生
」（
心
母
と
生
母
）、「
円
匀
」（
云
母
と
以
母
）、「
熟
食
」（
常
母
と
船
母
）、「
肺
腑
」（
敷
母
と
非
母
）
な
ど
、
声
母
の
組
み
合
わ
せ
が
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
も
こ
う
し
た
事
例
を
挙
げ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
周
春
自
身
は
何
ら
の
説
明
も
加
え
て
い
な
い
。
Ｂ
「
双
声
同
音
通
用
格
」（
巻
之
二
上
）
周
春
の
こ
こ
で
の
解
説
を
読
む
前
に
、
ま
ず
こ
の
名
称
の
由
来
を
考
え
て
み
よ
う
。
先
に
掲
げ
た
「
三
十
六
字
母
」
で
は
、
ほ
と
ん
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ど
の
声
母
が
「
唇
音
」「
舌
音
」「
牙
音
」「
喉
音
」「
歯
音
」（
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
「
五
音
」
と
称
す
る
）
の
い
ず
れ
か
に
属
し
て
お
り
、
こ
れ
に
残
り
の
「
半
舌
音
」（
来
母
）
と
「
半
歯
音
」（
日
母
）
を
加
え
て
「
七
音
」
と
称
す
る
。
こ
こ
で
周
春
が
「
同
音
通
用
格
」
と
い
う
の
は
、
声
母
一
つ
一
つ
の
厳
密
な
字
音
の
違
い
を
超
え
、
五
音
な
い
し
は
七
音
と
い
う
「
同
音
」
の
声
母
の
括
り
の
中
で
、
緩
や
か
な
「
通
用
」
関
係
を
認
め
得
る
と
い
う
意
味
ら
し
い
。
事
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
よ
う
。
適
越
空

躓
※

〔
端
母
〕／
躓
〔
知
母
〕
＊
と
も
に
舌
音
遊
梁
竟
慘
悽
慘
〔
清
母
〕／
悽
〔
清
母
〕
＊
双
声
正
格
「
奉
贈
太
常
張
卿
二
十
韻
」（
五
言
排
律
０
１
１
２
）
滌
除
貪
破
浪
※
滌
〔
定
母
〕／
除
〔
澄
母
〕
＊
と
も
に
舌
音
愁
絶
付
摧
枯
※
愁
〔
崇
母
〕／
絶
〔
従
母
〕
＊
と
も
に
歯
音
「
北
風
」（
五
言
排
律
１
３
８
９
）
謝
安
舟
楫
風
還
起
※
舟
〔
章
母
〕／
楫
〔
精
母
〕
＊
と
も
に
歯
音
梁
苑
池
台
雪
欲
飛
※
池
〔
澄
母
〕／
台
〔
定
母
〕
＊
と
も
に
舌
音
「
戯
作
寄
上
漢
中
王
二
首
其
二
」（
七
言
絶
句
０
６
６
５
）
常
怪
偏
裨
終
日
待
※
偏
〔
滂
母
〕／
裨
〔
幫
母
〕
＊
と
も
に
唇
音
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不
知
旌
節
隔
年
廻
旌
〔
精
母
〕／
節
〔
精
母
〕
＊
双
声
正
格
「
奉
待
厳
大
夫
」（
七
言
律
詩
０
７
２
６
）
こ
の
う
ち
正
格
の
双
声
と
い
え
る
の
は
「
慘
悽
」
と
「
旌
節
」
の
二
つ
だ
け
で
あ
り
、
残
り
は
同
音
の
範
疇
内
で
緩
や
か
に
通
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
周
春
は
見
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
（
※
参
照
）。
し
か
も
興
味
深
い
こ
と
に
、
端
母
と
知
母
（「

躓
」）
は
、
前
掲
の
「
三
十
六
字
母
」
表
で
は
舌
音
内
で
同
列
に
並
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
二
つ
の
声
母
が
「
全
清
」
同
士
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
様
に
、
舌
音
内
で
同
列
の
定
母
と
澄
母
（「
滌
除
」）
は
「
全
濁
」
同
士
、
歯
音
内
で
同
列
の
崇
母
と
從
母
（「
愁
絶
」）
も
「
全
濁
」
同
士
、
舌
音
内
で
同
列
の
章
母
と
精
母
（「
舟
楫
」）
は
「
全
清
」
同
士
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
唇
音
内
の
滂
母
と
幫
母
（「
偏
裨
」）
は
「
次
清
」
と
「
全
清
」
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
完
全
な
横
並
び
で
は
な
い
も
の
の
、
清
音
と
い
う
性
質
で
は
一
致
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
事
例
を
踏
ま
え
、
周
春
の
解
説
を
読
ん
で
み
よ
う
。
【
解
説
１
】
隔
標
双
声
、
其
の
通
用
す
る
こ
と
言
を
俟
た
ず
（
隔
標
双
声
、
其
通
用
不
俟
言
矣１３
）。
【
通
釈
１
】
隔
標
の
双
声
が
、
通
用
格
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
同
音
内
で
同
列
の
関
係
に
あ
る
声
母
同
士
を
、
周
春
は
「
隔
標
」
と
呼
び
、
そ
う
し
た
双
声
関
係
を
「
隔
標
双
声
」
と
呼
ん
で
い
る
。
端
母
と
知
母
な
ど
の
関
係
を
等
韻
学
で
は
「
類
隔
」
と
い
う
が
、
そ
れ
に
似
た
術
語
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
く
だ
り
に
は
さ
ら
ま
つ
い
に
「
隔
標
は
甚
だ
し
く
は
逼
近
せ
ず
、
亦
た
間
ま
対
せ
ざ
る
者
も
有
り
（
隔
標
不
甚
逼
近
、
亦
間
有
不
対
者
）」
と
い
う
割
注
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
要
領
を
得
な
い
。
巻
之
六
「
諸
格
摘
論
」
に
も
「
隔
標
」
と
い
う
割
注
が
散
見
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
つ
い
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て
も
確
認
し
て
み
よ
う
。
稍
稍
息
労
筋
【
割
注
】
隔
標
。
稍
〔
生
母
〕／
息
〔
心
母
〕
＊
歯
音
内
で
同
列
「
贈
王
二
十
四
侍
御
契
四
十
韻
」（
五
言
排
律
０
７
４
５
）
早
作
諸
侯
客
【
割
注
】
隔
標
。
早
〔
精
母
〕／
作
〔
精
母
〕／
諸
〔
章
母
〕
＊
歯
音
内
で
同
列「
暮
冬
送
蘇
四
郎
徯
兵
曹
適
桂
州
」（
五
言
排
律
１
４
２
４
）
伝
杯
不
放
杯
【
割
注
】
隔
標
。
不
〔
非
母
〕／
放
〔
非
母
〕／
杯
〔
幫
母
〕
＊
唇
音
内
で
同
列
「
九
日
五
首
其
二
」（
七
言
律
詩
１
２
１
０
）
生
母
と
心
母
（
歯
音
）、
精
母
と
章
母
（
歯
音
）、
非
母
と
幫
母
（
唇
音
）
は
、
や
は
り
い
ず
れ
も
同
音
内
で
同
列
の
関
係
に
あ
る
。
よ
っ
て
「
隔
標
」
と
は
「
同
音
内
で
同
列
に
あ
る
声
母
」
の
関
係
を
表
す
術
語
で
あ
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
が
、
周
氏
の
造
語
か
も
し
れ
な
い
。
解
説
の
続
き
を
読
ん
で
み
よ
う
。
た
だ
【
解
説
２
】
凡
そ
唇
音
の
字
、
其
の
細
か
き
を
核
せ
ば
則
ち
混
じ
易
き
も
、
其
の
粗
き
を
挙
ぐ
れ
ば
則
ち
辨
じ
易
し
。
一
た
び
読
め
ば
即
ち
其
の
音
の
唇
た
ま
に
属
す
る
を
知
ら
ん
。
故
に
軽
重
各
自
相
通
ず
る
こ
と
、
他
の
母
の
比
す
可
き
に
非
ず
。
其
れ
偶
た
ま
対
せ
ざ
る
者
有
る
は
、
甚
だ
し
く
は
逼
近
せ
ざ
る
が
故
に
因
る
な
り
（
凡
唇
音
字
、
核
其
細
則
易
混
、
挙
其
粗
則
易
辨
。
一
読
而
知
其
音
之
属
唇
矣
。
故
軽
重
各
自
相
通
、
非
他
母
可
比
。
其
偶
有
不
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対
者
、
因
不
甚
逼
近
故
也
）。
凡
そ
軽
重
各
お
の
相
通
ず
る
者
は
此
の
格
に
帰
し
、
軽
重
互
ひ
に
相
通
ず
る
者
は
広
通
格
に
帰
す
（
凡
軽
重
各
相
通
者
帰
此
格
、
軽
重
互
相
通
者
帰
広
通
格
）。
【
通
釈
２
】
い
っ
た
い
に
唇
音
の
声
母
は
、
細
か
く
分
別
す
れ
ば
〔
こ
れ
が
果
た
し
て
「
双
声
」
な
の
か
と
〕
混
乱
し
そ
う
に
な
る
が
、
大
ま
か
に
捉
え
れ
ば
〔
こ
れ
も
確
か
に
「
双
声
」
な
の
だ
と
〕
弁
別
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
ろ
う
。
一
読
し
て
み
れ
ば
、
そ
れ
ら
が
唇
音
に
属
す
る
こ
と
は
す
ぐ
に
分
か
る
。
よ
っ
て
軽
唇
音
と
重
唇
音
が
そ
れ
ぞ
れ
融
通
し
易
い
の
は
、
ほ
か
の
声
母
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
ま
〔
双
声
と
し
て
〕
対
に
な
ら
な
い
も
の
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
発
音
が
あ
ま
り
近
似
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
お
よ
そ
「
軽
重
」（
こ
こ
で
は
清
濁
と
同
義
か
）
が
各
お
の
相
通
ず
る
も
の
は
こ
の
「
同
音
通
用
格
」
に
帰
属
し
、「
軽
重
」
が
互
い
に
相
通
ず
る
も
の
は
「
広
通
格
」
に
帰
属
す
る
。
「
軽
重
」
と
い
う
術
語
の
解
釈
が
、
こ
の
解
説
を
正
し
く
理
解
す
る
カ
ギ
と
な
る
が
、
筆
者
は
こ
の
語
が
こ
こ
で
は
「
清
濁
」
と
同
義
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る１４
。
そ
し
て
「
軽
重
各
相
通
者
」
と
「
軽
重
互
相
通
者
」
と
が
そ
れ
ぞ
れ
通
用
格
と
広
通
格
と
に
属
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
前
者
は
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
「
軽
重
各
相
通
者
」：
清
音
同
士
あ
る
い
は
濁
音
同
士
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
も
の
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
前
掲
の
事
例
の
説
明
が
う
ま
く
つ
く
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
次
節
に
お
い
て
検
討
す
る
。
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な
お
こ
こ
で
、
巻
之
二
下
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
双
声
借
用
格
」
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
こ
う
。「
借
用
格
」
と
は
、
一
言
で
い
え
ば
、
複
数
の
字
音
を
持
つ
多
読
字
を
適
宜
読
み
替
え
る
こ
と
で
、
通
用
の
幅
を
拡
げ
た
格
式
を
指
す
。
し
か
し
周
春
に
よ
る
借
用
格
の
解
説
は
乏
し
く
、
ま
た
事
例
も
少
量
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
双
声
通
用
格
の
一
部
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
に
し
た
。
周
春
の
解
説
は
次
の
と
お
り
。
【
解
説
】
字
の
両
読
す
可
き
は
即
ち
借
用
を
行
ふ
。
畳
韻
も
此
に
倣
ふ
（
字
可
両
読
即
行
借
用
。
畳
韻
倣
此
）。
【
通
釈
】
二
通
り
の
読
み
方
の
あ
る
字
は
〔
他
方
の
読
み
を
〕
借
用
し
て
よ
い
。
畳
韻
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
碾
渦
深
没
馬
没
〔
明
母
〕／
馬
〔
明
母
〕
＊
双
声
正
格
藤
蔓
曲
蔵
蛇
※
蔵
〔
従
母
〕／
蛇
〔
船
母
〕
「
陪

広
文
遊
何
将
軍
山
林
十
首
其
四
」（
五
言
律
詩
０
０
７
１
）
下
句
の
「
蔵
蛇
」
は
「
ザ
ウ
・
ジ
ャ
」
と
読
ま
せ
る
の
だ
ろ
う
。
従
母
と
船
母
は
歯
音
内
で
全
濁
同
士
で
あ
る
か
ら
双
声
通
用
格
に
相
当
し
よ
う
。
な
お
、
こ
の
語
の
下
に
は
「
蛇
は
呉
音
に
て
は
読
む
こ
と
『
査
』
の
如
し
（
蛇
呉
音
読
如
査
）」
と
い
う
割
注
が
あ
る
。
蕭
瑟
論
兵
地
※
蕭
〔
心
母
〕／
瑟
〔
生
母
〕
蒼
茫
闘
将
辰
蒼
〔
下
平
唐
韻
〕／
茫
〔
下
平
唐
韻
〕
＊
畳
韻
正
格
「
寄
張
十
二
山
人
彪
三
十
韻
」（
五
言
排
律
０
３
４
７
）
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上
句
の
「
蕭
瑟
」
は
普
通
「
セ
ウ
・
シ
ツ
」
と
読
み
、
心
母
と
生
母
で
あ
る
か
ら
清
音
同
士
の
双
声
通
用
格
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
語
の
下
に
は
「
瑟
は
読
む
こ
と
『
塞
』
の
如
し
（
瑟
読
如
塞
）」
と
い
う
割
注
が
あ
る
。
Ｃ
「
双
声
広
通
格
」（
巻
之
三
）
あ
ら
【
解
説
】
截
然
と
六
大
部
に
分
か
ち
て
其
の
最
も
近
き
者
を
取
り
、
広
く
之
を
通
ず
。
属
対
す
る
に
難
き
時
に
遇
へ
ば
、
巧
を
見
は
し
難
き
に
因
り
て
此
の
法
を
参
用
す
。
甚
し
く
は
逼
近
せ
ざ
る
者
に
至
り
て
は
、
対
を
用
ふ
る
に
拘
は
ら
ざ
る
可
し
（
截
然
分
六
大
部
而
取
其
最
近
者
、
広
通
之
。
遇
難
於
属
対
時
、
因
難
見
巧
参
用
此
法
。
至
其
不
甚
逼
近
者
、
可
不
拘
用
対
也
）。
【
通
釈
】
き
っ
ぱ
り
と
「
六
大
部
」（「
五
音
」
に
さ
ら
に
「
半
舌
音
・
半
歯
音
」
を
一
括
り
に
し
て
加
え
た
も
の
か
）
に
分
け
た
う
え
で
、
字
音
の
最
も
近
い
も
の
を
取
っ
て
「
広
通
格
」
と
す
る
。
対
句
作
り
が
困
難
な
場
合
、
巧
み
さ
を
示
し
に
く
い
の
で
、
こ
の
技
法
を
参
照
・
使
用
す
る
。
字
音
の
あ
ま
り
近
似
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
対
句
に
あ
ま
り
拘
ら
な
く
て
も
よ
い
。
事
例
を
い
く
つ
か
掲
げ
て
み
よ
う
。
建
標
天
地
濶
※
天
〔
透
母
〕／
地
〔
定
母
〕
＊
舌
音
（
次
清
と
全
濁
）
詣
絶
古
今
迷
古
〔
見
母
〕／
今
〔
見
母
〕
＊
牙
音
（
声
母
が
一
致
）
正
格
「
奉
贈
太
常
張
卿
二
十
韻
」（
五
言
排
律
０
１
１
２
）
宮
闕
通
群
帝
宮
〔
見
母
〕／
闕
〔
溪
母
〕
＊
牙
音
（
全
清
と
次
清
）
同
音
通
用
格
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乾
坤
到
十
洲
※
乾
〔
群
母
〕／
坤
〔
溪
母
〕
＊
牙
音
（
全
濁
と
次
清
）
「
玉
台
観
二
首
其
二
」（
五
言
律
詩
０
７
２
１
）
後
者
の
対
句
の
後
に
は
「
音
、
逼
近
せ
ざ
れ
ば
本
と
双
声
に
非
ざ
る
も
、「
天
地
」「
乾
坤
」
の
類
の
如
き
、
広
く
通
じ
て
偶
た
ま
之
を
用
ふ
（
音
不
逼
近
本
非
双
声
、
如
天
地
・
乾
坤
之
類
、
広
通
偶
用
之
）」
と
い
う
割
注
が
あ
り
、「
天
地
」「
乾
坤
」
は
双
声
広
通
格
に
属
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
声
母
は
い
ず
れ
も
清
音
と
濁
音
の
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
（
※
参
照
）。
こ
の
割
注
か
ら
、
前
節
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
「
軽
重
互
相
通
者
」
の
意
味
を
推
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
解
釈
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
「
軽
重
互
相
通
者
」：
清
音
と
濁
音
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
も
の
そ
し
て
巻
之
六
「
諸
格
摘
論
」
で
も
次
の
よ
う
な
事
例
が
「
双
声
広
通
格
」
と
し
て
補
足
さ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
清
音
と
濁
音
の
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
（
※
参
照
）。
不
為
困
窮
寧
有
此
※
困
〔
溪
母
〕／
窮
〔
群
母
〕
＊
牙
音
（
次
清
と
全
濁
）
祇
縁
恐
懼
転
須
親
※
恐
〔
溪
母
〕／
懼
〔
群
母
〕
＊
牙
音
（
次
清
と
全
濁
）
「
又
呈
呉
郎
」（
七
言
律
詩
１
２
０
７
）
さ
ら
に
他
の
事
例
で
も
検
証
し
て
み
よ
う
。
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公
時
呵
堶
〔
影
母
〕／
堶
〔
以
母
〕
＊
喉
音
（
全
清
と
次
濁
）
首
唱
却
鯨
魚
鯨
〔
見
母
〕／
魚
〔
疑
母
〕
＊
牙
音
（
全
清
と
次
濁
）
「
秋
日
荊
南
送
石
首
薛
明
府
辭
滿
告
別
奉
寄
薛
尚
書
頌

敍
懷
斐
然
之
作
三
十
韻
」（
五
言
排
律
１
３
３
３
）
秋
水
纔
深
四
五
尺
※
秋
〔
清
母
〕／
水
〔
書
母
〕
＊
歯
音
（
歯
頭
音
の
次
清
と
正
歯
音
の
清
音
）
野
航
恰
受
両
三
人
※
野
〔
以
母
〕／
航
〔
匣
母
〕
＊
喉
音
（
次
濁
と
濁
音
）
「
南
鄰
」（
七
言
律
詩
０
４
１
２
）
前
者
の
対
句
は
確
か
に
清
音
と
濁
音
の
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
が
、
後
者
の
対
句
（
※
参
照
）
は
そ
う
し
た
組
み
合
わ
せ
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
周
春
は
あ
る
い
は
清
濁
相
互
の
組
み
合
わ
せ
に
限
ら
ず
、
同
音
通
用
格
か
ら
や
や
外
れ
た
も
の
も
、
こ
の
広
通
格
の
範
疇
に
加
え
て
処
理
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
（
二
）
畳
韻
の
精
度
に
関
す
る
術
語
の
定
義
Ａ
「
畳
韻
正
格
」（
巻
之
一
）
こ
の
巻
の
表
題
で
も
あ
る
こ
の
術
語
の
下
に
は
「
凡
そ
畳
韻
の
対
、
及
び
出
句
〔
上
句
〕
の
畳
韻
な
る
者
、
此
に
入
る
（
凡
畳
韻
対
及
出
句
畳
韻
入
此
）」
と
い
う
割
注
が
付
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
巻
に
収
め
る
事
例
が
、
畳
韻
同
士
が
対
句
中
に
対
置
さ
れ
て
い
る
も
の
、
な
い
し
は
上
句
に
畳
韻
、
下
句
に
双
声
が
対
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
冒
頭
に
は
、
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寸
腸
堪
䟆
綣
畳
韻
「
ケ
ン
・
ケ
ン
」
※
䟆
〔
上
声
䚞
韻
〕／
綣
〔
上
声
阮
韻
〕
一
諾
豈
驕
矜
双
声
「
ケ
ウ
・
キ
ョ
ウ
」
驕
〔
見
母
〕／
矜
〔
見
母
〕
＊
双
声
正
格
「
贈
特
進
汝
陽
王
二
十
二
韻
」（
五
言
排
律
０
０
３
１
）
流
年
疲
蟋
蟀
畳
韻
「
シ
ツ
・
シ
ュ
ツ
」
※
蟋
〔
入
声
質
韻
〕／
蟀
〔
入
声
術
韻１５
〕
体
物
幸
鷦
鷯
畳
韻
「
セ
ウ
・
レ
ウ
」
※
鷦
〔
下
平
宵
韻
〕／
鷯
〔
下
平
蕭
韻
〕
「
奉
贈
盧
五
丈
参
謀
琚
」（
五
言
排
律
１
４
０
６
）
と
い
う
二
組
の
対
句
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
前
者
は
畳
韻
と
双
声
、
後
者
は
畳
韻
同
士
の
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
畳
韻
と
さ
れ
て
い
る
事
例
の
韻
母
を
見
る
限
り
、
完
全
に
は
一
致
し
て
い
な
い
も
の
も
す
で
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
（
※
参
照
）。
周
春
の
解
説
部
分
を
読
ん
で
み
よ
う
。
【
解
説
】
両
字
、
韻
〔
韻
母
〕
を
同
じ
く
す
、
之
を
畳
韻
と
謂
ふ
。
若
し
『
広
韻
』
二
百
六
部
に
就
か
ば
、
或
は
独
用
し
或
は
通
用
す
。
如
今
の
「
平
水
」、
せ
い
か
な
此
に
本
づ
き
て
畳
韻
正
格
と
為
す
。
も䆐
し
字
音

近
せ
ば
、
則
ち
律
詩
に
は
通
ぜ
ず
と
雖
も
、
古
詩
に
は
通
ず
可
き
の
韻
も
亦
た
畳
韻
の
正
に
合
ふ
な
り
（
兩
字
同
韻
、
謂
之
畳
韻
。
若
就
広
韻
二
百
六
部
、
或
独
用
或
通
用
、
如
今
平
水
本
此
為
畳
韻
正
格
。
䆐
字
音

近
、
則
雖
律
詩
不
通
而
古
詩
可
通
之
韻
亦
合
畳
韻
之
正
也
）。
【
通
釈
】
二
つ
の
文
字
が
韻
母
を
同
じ
く
す
れ
ば
、
そ
れ
を
畳
韻
と
い
う
。
も
し
『
広
韻
』
二
百
六
韻
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
独
用
あ
る
い
は
同
用
の
規
定
が
あ
る
。
い
ま
の
「
平
水
韻
」
も
こ
れ
に
基
づ
い
て
〔
同
用
も
含
め
て
〕
畳
韻
の
正
格
と
し
て
い
る
。
も
し
字
音
が
近
似
し
て
い
れ
ば
、
律
詩
で
融
通
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で
き
な
く
と
も
、
古
体
詩
で
は
融
通
で
き
る
韻
で
あ
れ
ば
、
畳
韻
正
格
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
周
春
の
畳
韻
の
判
定
が
、
基
本
的
に
は
『
広
韻
』
に
基
づ
く
も
の
の
、「
平
水
韻
」
も
ま
た
参
照
し
、
さ
ら
に
は
古
体
詩
の
通
押
状
況
に
も
意
識
を
向
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
事
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
築
居
仙
縹
渺
縹
〔
上
声
小
韻
〕／
渺
〔
上
声
小
韻
〕
旅
食
歳
崢
嶸
崢
〔
下
平
耕
韻
〕／
嶸
〔
下
平
耕
韻
〕
「
敬
贈

諫
議
十
韻
」（
五
言
排
律
０
０
４
７
）
穿
花
蛺
蝶
深
深
見
蛺
〔
入
声
帖
韻
〕／
蝶
〔
入
声
帖
韻
〕
点
水
蜻
蜓
款
款
飛
蜻
〔
下
平
青
韻
〕／
蜓
〔
下
平
青
韻
〕
「
曲
江
二
首
其
二
」（
七
言
律
詩
０
２
０
８
）
大
軍
多
処
所
處
〔
上
声
語
韻
〕／
所
〔
上
声
語
韻
〕
餘
寇
尚
紛
綸
※
紛
〔
上
平
文
韻
〕／
綸
〔
上
平
諄
韻
〕
「
寄
張
十
二
山
人
彪
三
十
韻
」（
五
言
排
律
０
３
４
７
）
翠
華
想
像
空
山
裏
想
〔
上
声
養
韻
〕／
像
〔
上
声
養
韻
〕
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玉
殿
虛
無
野
寺
中
※
虛
〔
上
平
魚
韻
〕／
無
〔
上
平
虞
韻
〕
「
詠
懐
古
跡
五
首
其
四
」（
七
言
律
詩
０
９
９
６
）
や
は
り
『
広
韻
』
の
細
か
い
分
類
に
は
必
ず
し
も
合
致
し
な
い
事
例
が
含
ま
れ
て
い
る
（
※
参
照
）。
参
考
ま
で
に
『
広
韻
』「
平
水
韻
」
の
韻
目
対
照
表
を
次
頁
以
下
に
掲
げ
て
お
く
。
こ
れ
は
小
川
環
樹
氏
の
『
唐
詩
概
説
』（
岩
波
書
マ
マ
店
、
一
九
五
八
）
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
も
の
で
あ
り
、「
古
詩
通
押
」
部
分
は
、
小
川
氏
に
よ
れ
ば
、
王
力
氏
の
『
中
国
詩
律
学
』
に
拠
っ
た
も
の
と
い
う
。
周
春
が
「
畳
韻
正
格
」
と
呼
ぶ
事
例
の
中
に
は
、「
平
水
韻
」
の
範
囲
を
超
え
た
古
詩
通
押
レ
ベ
ル
の
畳
韻
関
係
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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『広韻』「平水韻」韻目対照表（附：古詩通押）
参照：小川環樹『唐詩概説』（１９５８）
古詩
通押
東部
入聲
入 聲
平水韻
屋
沃
覺
広韻
屋
沃
燭
覺
古詩
通押
東部
支部
魚部
齊部
佳部
去 聲
平水韻
送
宋
絳
寘
未
御
遇
霽
泰
卦
隊
広韻
送
宋
用
絳
寘
至
志
未
御
遇
暮
霽
祭
泰
卦
怪
夬
隊
代
廢
上 聲
平水韻
董
腫
講
紙
尾
語
麌
薺
蟹
賄
広韻
董
腫
講
紙
旨
止
尾
語
麌
姥
薺
蟹
駭
賄
海
平 聲
平水韻
東
冬
江
支
微
魚
虞
齊
佳
灰
広韻
東
冬
鍾
江
支
脂
之
微
魚
虞
模
齊
佳
皆
灰
咍
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
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古詩
通押
眞部
入聲
入 聲
平水韻
質
物
月
曷
黠
屑
広韻
質
術
櫛
物
迄
月
没
曷
末
䦪
黠
屑
薛
古詩
通押
眞部
蕭部
歌部
麻部
去 聲
平水韻
震
問
願
翰
諫
霰
嘯
效
號
箇
䜿
広韻
震
䝌
問
䉀
願
䓬
恨
翰
換
諫
䣟
霰
線
嘯
笑
效
號
箇
過
䜿
上 聲
平水韻
軫
吻
阮
旱
潸
銑
篠
巧
晧
哿
馬
広韻
軫
準
吻
隱
阮
混
很
旱
緩
潸
産
銑
䚞
篠
小
巧
晧
哿
果
馬
平 聲
平水韻
眞
文
元
寒
刪
先
蕭
肴
豪
歌
麻
広韻
眞
諄
臻
文
欣
元
魂
痕
寒
桓
刪
山
先
仙
蕭
宵
肴
豪
歌
戈
麻
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５
３６
３７
３８
３９
４０
４１
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古詩
通押
陽部
入聲
庚部
入聲
蒸部
入聲
侵部
入聲
咸部
入聲
入 聲
平水韻
藥
陌
錫
職
輯
合
葉
洽
広韻
藥
鐸
陌
麥
昔
錫
職

輯
合
盍
葉
帖
業
恰
狎
乏
古詩
通押
陽部
庚部
蒸部
尤部
侵部
咸部
去 聲
平水韻
漾
敬
徑
宥
沁
勘
艶
陷
広韻
漾
宕
映
諍
勁
徑
證
嶝
宥
候
幼
沁
勘
䌠
艶
䖢
䷉
陷
鑑
梵
上 聲
平水韻
養
梗
迥
有
寢
感
琰
䤐
広韻
養
蕩
梗
耿
靜
迥
拯
等
有
厚
黝
寢
感
敢
琰
忝
儼
䤐
檻
范
平 聲
平水韻
陽
庚
青
蒸
尤
侵
覃
鹽
咸
広韻
陽
唐
庚
耕
清
青
蒸
登
尤
侯
幽
侵
覃
談
鹽
添
嚴
咸
銜
凡
４２
４３
４４
４５
４６
４７
４８
４９
５０
５１
５２
５３
５４
５５
５６
５７
６０
５８
５９
６１
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Ｂ
「
畳
韻
平
上
去
三
声
通
用
格
」（
巻
之
二
上
）
前
項
で
見
た
「
畳
韻
正
格
」
は
、
す
で
に
『
広
韻
』
の
分
類
を
大
き
く
逸
脱
し
、「
平
水
韻
」
ひ
い
て
は
古
詩
通
押
の
枠
組
み
の
中
で
の
畳
韻
関
係
を
認
め
て
い
た
。
本
項
で
は
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
、
異
な
る
声
調
間
に
お
け
る
畳
韻
を
対
象
と
す
る
。
周
春
の
解
説
を
読
ん
で
み
よ
う
。
の
ぼ
か
な
【
解
説
】
平
・
上
・
去
の
三
声
は
通
用
し
て
畳
韻
と
為
す
可
し
。
其
の
字
音
の
逼
近
せ
る
を
以
て
口
に
上
せ
て
便
ち
諧
へ
ば
、
之
を
畳
韻
と
謂
は
ざ
ら
ん
と
欲
す
と
雖
も
得
ざ
る
な
り
。
入
声
に
至
り
て
は
則
ち
通
ず
可
か
ら
ず
（
平
上
去
三
声
可
通
用
為
畳
韻
。
以
其
字
音
逼
近
上
口
便
諧
、
雖
欲
不
謂
之
畳
韻
不
得
也
。
至
入
声
則
不
可
通
矣
）。
く
ら
や
双
声
字
は
多
く
し
て
畳
韻
字
は
少
な
し
。
故
に
畳
韻
の
途
は
双
声
に
視
べ
て
較
や
寛
し
（
双
声
字
多
而
畳
韻
字
少
。
故
畳
韻
之
途
視
双
声
較
寛
）。
【
通
釈
】〔
同
じ
韻
部
内
で
の
〕
平
声
・
上
声
・
去
声
の
三
つ
の
声
調
同
士
は
通
用
格
の
畳
韻
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
字
音
が
近
似
し
て
い
る
も
の
を
口
ず
さ
ん
で
み
て
、
確
か
に
韻
に
適
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
を
畳
韻
と
呼
ば
な
い
わ
け
に
は
い
く
ま
い
。
な
お
、
入
声
に
つ
い
て
は
通
用
で
き
な
い
。
双
声
の
語
は
多
く
、
畳
韻
の
語
は
少
な
い
の
で
、
畳
韻
と
見
な
す
基
準
は
双
声
よ
り
も
緩
や
か
に
な
る
の
で
あ
る
。
事
例
を
い
く
つ
か
見
て
み
よ
う
。
浮
雲
連
海
岱
※
海
〔
上
声
海
韻
〕／
岱
〔
去
声
代
韻
〕
平
野
入
青
徐
青
〔
清
母
〕／
徐
〔
邪
母
〕
＊
双
声
広
通
格
（
次
清
と
濁
音
）
「
登
䆘
州
城
楼
」（
五
言
律
詩
０
０
０
３
）
専修人文論集９９号 92
元
帥
帰
龍
種
※
龍
〔
上
平
鍾
韻
〕／
種
〔
上
声
腫
韻
〕
司
空
握
豹
韜
※
豹
〔
去
声
效
韻
〕／
韜
〔
下
平
豪
韻
〕
「
喜
聞
官
軍
已
臨
賊
境
二
十
韻
」（
五
言
排
律
０
１
９
２
）
郡
人
入
夜
争
餘
瀝
※
郡
〔
去
声
問
韻
〕／
人
〔
上
平
眞
韻
〕
稚
子
尋
源
独
不
開
※
稚
〔
去
声
至
韻
〕／
子
〔
上
声
止
韻
〕
「
示
嗕
奴
阿
段
」（
七
言
律
詩
０
８
７
４
）
東
走
無
復
憶
鱸
魚
※
鱸
〔
上
平
模
韻
〕／
魚
〔
上
平
魚
韻
〕
＊
と
も
に
魚
部
南
飛
覚
有
安
巣
鳥
※
巣
〔
下
平
肴
韻
〕／
鳥
〔
上
声
篠
韻
〕
「
洗
兵
馬
（
洗
兵
行
）」（
七
言
古
詩
０
２
５
３
）
「
海
岱
」
は
上
声
海
韻
と
去
声
代
韻
の
組
み
合
わ
せ
、「
龍
種
」
は
平
声
鍾
韻
と
上
声
腫
韻
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
と
も
に
同
じ
韻
母
に
属
す
る
が
、
そ
の
他
の
「
豹
韜
」「
郡
人
」「
稚
子
」「
巣
鳥
」
な
ど
は
、
異
な
る
韻
母
と
異
な
る
声
調
の
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
（
※
参
照
）。
こ
れ
に
よ
り
畳
韻
の
許
容
範
囲
は
一
気
に
拡
が
る
こ
と
に
な
る
が
、
周
春
は
こ
う
し
た
基
準
を
採
る
こ
と
に
よ
り
、
双
声
と
の
量
的
平
衡
が
確
保
で
き
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
こ
こ
で
、
巻
之
二
下
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
畳
韻
借
用
格
」
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
多
読
字
に
お
け
る
韻
母
の
読
み
替
え
に
よ
り
、
畳
韻
の
許
容
範
囲
を
さ
ら
に
拡
げ
た
格
式
で
あ
る
。
事
例
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
通
用
格
の
一
部
と
し
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て
処
理
す
る
。
世
人
共
鹵
莽
※
鹵
〔
上
声
姥
韻
〕／
莽
〔
上
声
姥
韻
〕
＊
畳
韻
借
用
格
吾
道
属
艱
艱
〔
上
平
山
韻
〕／
〔
上
平
寒
韻
〕
「
空

」（
五
言
律
詩
０
３
３
２
）
上
句
の
「
鹵
莽
」
は
普
通
「
ロ
・
マ
ウ
」
と
読
む
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
語
の
下
に
「
莽
は
『
漠
古
の
切
』
に
読
む
（
莽
読
漠
古
切
）」
と
あ
る
の
で
「
ロ
・
ボ
」
と
な
り
、
正
格
の
畳
韻
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
睥
睨
登
哀
柝
睥
〔
去
声
霽
韻
〕／
睨
〔
去
声
霽
韻
〕
＊
畳
韻
正
格
䢯
弧
照
夕
䇽
※
䢯
〔
上
平
虞
韻
〕／
弧
〔
上
平
模
韻
〕
＊
畳
韻
借
用
格
「
南
極
」（
五
言
律
詩
１
０
３
５
）
下
句
の
「
䢯
弧
」
は
普
通
「
バ
ウ
・
コ
」
と
読
む
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
語
の
下
に
「
䢯
は
読
む
こ
と
『
謨
』
の
如
し
（
䢯
読
如
謨
）」
と
あ
る
の
で
「
ボ
・
コ
」
と
な
る
。
虞
韻
と
模
韻
は
平
水
韻
で
は
同
韻
に
な
る
の
で
、
正
格
の
畳
韻
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
Ｃ
「
畳
韻
広
通
格
」（
巻
之
三
）
専修人文論集９９号 94
【
解
説
】
凡
そ
古
韻
の
通
ず
可
き
者
、
支
微
・
斉
佳
灰
・
眞
文
・
元
寒
・
刪
先
の
類
の
如
き
は
、
広
く
通
じ
て
皆
な
畳
韻
と
為
し
、
更
に
之
を
推
広
し
て
即
ち
通
ず
（
凡
古
韻
可
通
者
、
如
支
微
、
斉
佳
灰
、
眞
文
、
元
寒
、
刪
先
之
類
、
広
通
皆
為
畳
韻
、
更
推
広
之
即
通
）。
は
じ
之
を
通
用
す
る
に
及
び
て
は
、
三
声
〔
平
・
上
・
去
〕
も
亦
た
可
な
り
、
但
し
字
音
は
亦
た
須
ら
く
逼
近
し
て
方
め
て
畳
韻
と
為
す
べ
き
の
み
（
及
於
通
用
之
、
三
声
亦
可
、
但
字
音
亦
須
逼
近
方
為
畳
韻
耳
）。
【
通
釈
】
お
よ
そ
古
詩
の
韻
で
融
通
す
べ
き
も
の
、
た
と
え
ば
〔
平
水
韻
に
お
け
る
〕
支
部
と
微
部
、
斉
部
と
佳
部
と
灰
部
、
真
部
と
文
部
、
元
部
と
寒
部
、
刪
部
と
先
部
な
ど
の
類
い
は
、
広
通
格
の
畳
韻
と
し
て
、
こ
の
範
囲
を
さ
ら
に
押
し
広
げ
て
融
通
さ
せ
て
も
構
わ
な
い
。
通
用
す
る
際
に
は
、
平
・
上
・
去
の
三
声
に
跨
が
っ
て
も
よ
い
が
、
字
音
は
や
は
り
近
似
し
た
も
の
を
用
い
る
こ
と
で
は
じ
め
て
畳
韻
と
み
な
し
得
る
。
こ
こ
で
は
、
古
詩
の
通
押
状
況
に
則
っ
て
、「
平
水
韻
」
の
枠
組
み
を
さ
ら
に
超
え
た
畳
韻
関
係
を
認
め
る
考
え
が
は
っ
き
り
と
表
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
異
な
る
声
調
間
に
お
け
る
通
用
も
ま
た
明
確
に
許
容
さ
れ
て
い
る
。
事
例
を
い
く
つ
か
見
て
み
よ
う
。
顧
深
慙
鍛
錬
※
鍛
〔
去
声
換
韻
〕／
錬
〔
去
声
霰
韻
〕
才
小
辱
提
携
提
〔
上
平
齊
韻
〕／
携
〔
上
平
齊
韻
〕
＊
畳
韻
正
格
「
奉
贈
太
常
張

二
十
韻
」（
五
言
排
律
０
１
１
２
）
由
來
意
気
合
※
意
〔
去
声
志
韻
〕／
気
〔
去
声
未
韻
〕
直
取
性
情
真
※
性
〔
去
声
勁
韻
〕／
情
〔
下
平
清
韻
〕
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「
贈
王
二
十
四
侍
御
契
四
十
韻
」（
五
言
排
律
０
７
４
５
）
無
辺
落
木
蕭
蕭
下
※
落
〔
入
声
鐸
韻
〕／
木
〔
入
声
屋
韻
〕
不
尽
長
江
滾
滾
来
※
長
〔
下
平
陽
韻
〕／
江
〔
上
平
江
韻
〕
「
登
高
」（
七
言
律
詩
１
２
１
３
）
暮
年
且
喜
経
行
近
※
経
〔
下
平
青
韻
〕／
行
〔
下
平
庚
韻
〕
春
日
兼
蒙
暄
暖
扶
※
暄
〔
上
平
元
韻
〕／
暖
〔
上
声
緩
韻
〕
「
嶽
麓
山
道
林
二
寺
行
」（
七
言
古
詩
１
３
９
５
）
「
鍛
錬
」
は
去
声
換
韻
と
去
声
霰
韻
、「
意
気
」
は
去
声
志
韻
と
去
声
未
韻
、「
落
木
」
は
入
声
鐸
韻
と
入
声
屋
韻
、「
長
江
」
は
下
平
陽
韻
と
上
平
江
韻
、「
経
行
」
は
下
平
青
韻
と
下
平
庚
韻
な
ど
、
い
ず
れ
も
声
調
を
同
じ
く
す
る
組
み
合
わ
せ
で
は
あ
っ
て
も
（
※
参
照
）、
極
め
て
緩
や
か
な
畳
韻
関
係
を
許
容
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
お
わ
り
に
以
上
見
て
き
た
と
お
り
、
周
春
の
双
声
・
畳
韻
に
関
す
る
術
語
に
は
、
双
声
・
畳
韻
そ
れ
ぞ
れ
の
精
度
に
応
じ
て
三
段
階
の
等
級
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。
い
ま
こ
れ
ら
の
術
語
の
定
義
を
整
理
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
専修人文論集９９号 96
〇
双
声
正
格
「
三
十
六
字
母
」
に
照
ら
し
て
声
母
が
一
致
す
る
も
の
を
指
す
が
、
中
に
は
「
死
生
」（
心
母
と
生
母
）、「
円
匀
」（
云
母
と
以
母
）、
「
熟
食
」（
常
母
と
船
母
）、「
肺
腑
」（
敷
母
と
非
母
）
な
ど
、
声
母
の
組
み
合
わ
せ
が
微
妙
に
ず
れ
て
い
る
事
例
も
含
ま
れ
て
い
る
。
〇
双
声
同
音
通
用
格
唇
音
・
舌
音
・
歯
音
内
で
そ
れ
ぞ
れ
同
列
に
位
置
す
る
声
母
同
士
を
周
春
は
「
隔
標
双
声
」
と
呼
び
、
こ
の
格
式
の
中
心
に
据
え
て
い
る
。
周
春
は
ま
た
こ
の
格
式
が
「
軽
重
（
清
濁
）
各
お
の
相
通
ず
る
者
」（
清
音
同
士
あ
る
い
は
濁
音
同
士
の
組
み
合
わ
せ
）
で
あ
る
と
も
説
明
し
て
い
る
。
例
え
ば
「

躓
」
の
端
母
と
知
母
は
舌
音
内
で
全
清
同
士
、「
愁
絶
」
の
崇
母
と
從
母
は
歯
音
内
で
全
濁
同
士
、
な
ど
の
事
例
が
こ
れ
に
当
た
る
。
〇
双
声
広
通
格
周
春
は
こ
の
格
式
を
「
軽
重
（
清
濁
）
互
ひ
に
相
通
ず
る
者
」（
清
音
と
濁
音
の
組
み
合
わ
せ
）
と
説
明
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
天
地
」
の
透
母
と
定
母
は
舌
音
内
で
次
清
・
全
濁
の
組
み
合
わ
せ
、「
乾
坤
」
の
群
母
と
溪
母
は
牙
音
内
で
全
濁
・
次
清
の
組
み
合
わ
せ
、
な
ど
の
事
例
が
こ
れ
に
当
た
る
。
●
畳
韻
正
格
基
本
的
に
は
『
広
韻
』
の
「
同
用
」
の
規
定
に
基
づ
き
、
許
容
範
囲
を
実
質
的
に
「
平
水
韻
」
に
ま
で
拡
げ
て
い
る
が
、
中
に
は
「
紛
綸
」（
文
韻
と
諄
韻
）、「
虚
無
」（
魚
韻
と
虞
韻
）
な
ど
、
古
詩
通
押
の
範
囲
に
ま
で
及
ん
で
い
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
●
畳
韻
平
上
去
三
声
通
用
格
同
じ
韻
母
で
異
な
る
声
調
同
士
を
通
用
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、「
海
岱
」（
上
声
と
去
声
）、「
龍
種
」（
平
声
と
上
声
）
な
ど
が
事
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
中
に
は
「
豹
韜
」
な
ど
の
よ
う
に
韻
母
（
效
韻
と
豪
韻
）・
声
調
（
去
声
と
平
声
）
い
ず
れ
も
異
な
る
事
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例
も
含
ま
れ
て
い
る
。
●
畳
韻
広
通
格
「
鍛
錬
」（
換
韻
と
霰
韻
）、「
意
気
」（
志
韻
と
未
韻
）、「
経
行
」（
青
韻
と
庚
韻
）
な
ど
、
古
詩
通
押
の
枠
組
み
の
な
か
で
畳
韻
関
係
を
認
め
た
も
の
が
主
で
あ
る
が
、
中
に
は
「
落
木
」（
鐸
韻
と
屋
韻
）、「
長
江
」（
陽
韻
と
江
韻
）
と
い
う
極
め
て
緩
や
か
な
事
例
ま
で
含
ま
れ
て
い
る
。
筆
者
は
今
回
、
周
春
が
掲
げ
る
双
声
・
畳
韻
の
す
べ
て
の
事
例
を
『
広
韻
』
や
『
韻
鏡
』
に
照
ら
し
て
確
認
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
『
広
韻
』
や
『
韻
鏡
』
の
分
類
を
跨
い
で
双
声
・
畳
韻
と
判
定
さ
れ
た
事
例
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
こ
う
し
た
緩
や
か
な
判
定
基
準
が
果
た
し
て
妥
当
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
杜
甫
が
生
き
た
時
代
の
読
書
音
に
近
い
音
系
を
反
映
す
る
別
の
音
韻
資
料
に
照
ら
し
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
筆
者
は
今
後
、
初
唐
の
『
王
仁
䇴
刊
謬
補
缺
切
韻
』
や
中
唐
貞
元
期
の
慧
琳
著
『
一
切
経
音
義
』
の
反
切
が
示
す
音
系
を
参
照
し
な
が
ら
、
周
春
が
掲
げ
る
事
例
を
改
め
て
検
証
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
◆
主
要
参
考
図
書
小
川
環
樹
著
『
唐
詩
概
説
』（
東
京：
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
）
藤
堂
明
保
・
小
林
博
共
著
『
音
注
韻
鏡
校
本
』（
東
京：
木
耳
社
、
一
九
七
一
）
清
・
仇
兆
鰲
注
『
杜
詩
詳
注
』（
全
五
冊
）（
北
京：
中
華
書
局
、
一
九
九
九
）
宋
・
陳
彭
年
他
編
『
宋
本
広
韻
（
附：
韻
鏡
・
七
音
略
）』（
南
京：
江
蘇
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
八
）
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附
記
】
本
稿
の
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
の
古
屋
昭
弘
教
授
よ
り
、
音
韻
学
的
見
地
か
ら
多
く
の
ご
指
導
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。
注１
周
春
の
詳
し
い
事
跡
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。
２
本
稿
で
扱
う
同
書
の
記
載
は
、
す
べ
て
中
文
出
版
社
（
京
都
市
左
京
区
）
が
一
九
七
七
年
に
刊
行
し
た
『
杜
詩
又
叢
』（
全
八
冊
）
８
所
収
の
清
・
嘉
慶
元
年
刊
本
（
吉
川
幸
次
郎
氏
所
蔵
本
）
に
基
づ
く
。
３
許
總
著
『
杜
詩
学
発
微
』（
南
京：
南
京
出
版
社
、
一
九
八
九
）
内
編
第
二
〇
四
〜
二
一
八
頁
所
収
。
邦
語
訳
に
加
藤
国
安
訳
・
注
『
杜
甫
論
の
新
構
想
』（
東
京：
研
文
出
版
、
一
九
九
六
）
第
十
章
「
清
・
周
春
の
杜
詩
論
―
―
声
韻
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
が
あ
る
。
４
加
藤
氏
前
掲
訳
書
第
四
四
〇
頁
か
ら
引
用
。
５
同
書
の
成
立
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。
６
日
本
漢
字
音
の
表
記
に
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
用
い
る
。
以
下
同
。
７
詩
型
の
後
に
付
し
た
算
用
数
字
は
、
清
・
仇
兆
鰲
注
『
杜
詩
詳
注
』
の
作
品
編
次
を
示
す
。
以
下
同
。
８
こ
の
あ
と
周
春
は
双
声
・
畳
韻
の
総
論
的
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
が
、
双
声
の
定
義
に
直
接
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
以
下
に
注
記
す
る
に
と
ど
め
る
。
つ
と
か
双
声
・
畳
韻
、
分
か
ち
て
之
を
言
ふ
は
、
三
百
篇
の
早
に
沿
及
〔
言
及
〕
有
る
所
に
し
て
、
両
漢
魏
晋
も
皆
な
然
ら
ざ
る
は
莫
し
。
但
し
爾
の
時
、
音
ゆ
ゑ
韻
の
学
未
だ
興
ら
ず
、
並
び
に
〔
特
に
〕
い
は
ゆ
る
双
声
・
畳
韻
の
名
目
な
し
。
故
に
散
見
す
れ
ど
も
、
必
ず
し
も
属
対
せ
ざ
る
な
り
（
双
声
畳
韻
分
而
言
之
、
三
百
篇
所
早
有
沿
及
、
両
漢
魏
晋
莫
不
皆
然
。
但
爾
時
音
韻
之
学
未
興
、
並
無
所
謂
双
声
畳
韻
名
目
。
故
散
見
而
不
必
属
対
也
）。
沈
約
、『
四
声
切
韻
』
を
創
り
〔
実
際
は
周
顒
の
作
。
沈
約
が
作
っ
た
の
は
『
四
声
韻
譜
』。
引
用
者
注
〕、
前
浮
声
・
後
切
響
の
説
有
り
し
よ
り
、
こ
か
な
た
た
こ
に
於
い
て
始
め
て
対
を
尚
ぶ
者
、
或
い
は
各
お
の
相
ひ
対
し
、
或
い
は
互
ひ
に
相
ひ
対
し
、
調
べ
高
く
律
諧
へ
る
を
最
も
精
細
な
り
と
称
ふ
（
自
沈
約
創
四
声
切
韻
有
前
浮
声
後
切
響
之
説
、
於
是
始
尚
対
者
、
或
各
相
対
、
或
互
相
対
、
調
高
律
諧
最
称
精
細
）。
唐
初
に
律
体
盛
行
し
て
其
の
法
愈
よ
密
な
る
も
、
惟
だ
少
陵
の
み
尤
も
こ
の
神
明
変
化
に
熟
し
、
遂
に
双
声
・
畳
韻
を
用
ふ
る
の
極
則
と
為
れ
り
（
唐
初
律
体
盛
行
而
其
法
愈
密
、
惟
少
陵
尤
熟
於
此
神
明
変
化
、
遂
為
用
双
声
畳
韻
之
極
則
）。
宋
初
に
お
よ䋻
び
て
漸
く
微
か
に
、
北
宋
は
宛
陵
・
山
谷
の
如
き
、
南
宋
は
石
湖
・
劍
南
の
如
き
、
諸
家
皆
な
復
た
意
を
留
め
ず
し
て
旧
法
殆
ど
尽
く
。
然
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れ
ど
も
我
観
る
に
、
斉
梁
以
上
は
秘
奥
未
だ
開
か
ず
、
宋
元
以
来
は
幾
ん
ど
絶
学
と
成
る
も
、
其
〔
少
陵
〕
の
篇
章
を
考
ず
る
に
、
往
往
亦
た
闇
合
す
れ
し
ば
、
此
れ
殆
ん
ど
天
籟
に
関
し
、
人
力
の
強
ふ
可
き
者
に
非
ざ
る
な
り
（
䋻
宋
初
而
漸
微
、
北
宋
如
宛
陵
山
谷
、
南
宋
如
石
湖
劍
南
、
諸
家
皆
不
復
留
意
而
旧
法
殆
尽
。
然
我
観
、
斉
梁
以
上
秘
奥
未
開
、
宋
元
以
来
幾
成
絶
学
、
考
其
篇
章
、
往
往
亦
闇
合
、
此
殆
関
乎
天
籟
、
非
人
力
可
強
者
矣
）。
律
詩
の
中
聯
は
自
か
ら
相
対
す
る
に
宜
し
く
、
即
ち
律
詩
の
起
結
及
び
絶
句
に
対
体
を
用
ふ
る
者
、
便
ち
須
ら
く
此
の
法
を
用
ふ
べ
し
。
但
し
起
結
及
な
び
絶
句
は
対
す
可
く
対
せ
ざ
る
可
く
、
中
聯
の
厳
な
る
が
若
き
に
非
ざ
る
な
り
。
古
詩
の
対
体
を
作
す
者
も
亦
た
然
り
、
而
し
て
古
詩
は
尤
も
寛
な
れ
ど
も
、
大
抵
単
用
せ
ざ
る
な
り
（
律
詩
中
聯
自
宜
相
対
、
卽
律
詩
起
結
及
絶
句
用
対
体
者
、
便
須
用
此
法
。
但
起
結
及
絶
句
可
対
可
不
対
、
非
若
中
聯
之
厳
也
。
古
詩
之
作
対
体
者
亦
然
、
而
古
詩
尤
寛
、
大
抵
不
単
用
也
）。
９
清
の
光
緒
初
年
（
一
八
七
五
）
に
至
っ
て
よ
う
や
く
、
楊
守
敬
や
黎
庶
昌
ら
が
日
本
で
こ
の
書
（
永
禄
本
）
を
見
出
し
、
こ
れ
を
『
古
逸
叢
書
』
に
編
入
し
た
（『
宋
本
広
韻
』
弁
語
第
六
頁
参
照
）。
１０
実
線
の
傍
線
は
声
母
（
あ
る
い
は
韻
母
）
が
完
全
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
以
下
同
。
１１
「
崔
」
に
は
清
母
の
音
も
あ
る
。
１２
破
線
の
傍
線
は
声
母
（
あ
る
い
は
韻
母
）
が
完
全
に
は
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
。
以
下
同
。
１３
実
は
こ
の
後
に
は
次
の
よ
う
な
く
だ
り
が
あ
る
。
内
容
的
に
は
周
春
が
生
き
た
当
時
の
呉
方
言
の
影
響
が
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
事
例
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
以
下
に
注
記
す
る
に
止
め
る
。
し
か
此
の
外
に
疑
・
孃
、
澄
・
牀
、
知
・
照
、
徹
・
穿
、
禅
・
日
の
類
の
如
き
、
各
々
の
母
に
属
す
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
音
実
に
逼
近
す
れ
ば
、
亦
た
通
用
す
可
し
。
然
ら
ば
須
く
最
も
逼
近
す
る
者
を
取
り
て
之
を
用
ふ
べ
し
。
䆐
し
神
理
稍
や
遠
く
ん
ば
、
仍
ほ
通
ず
る
を
得
ざ
る
な
り
（
外
此
如
疑
孃
、
澄
牀
、
知
照
、
徹
穿
、
禅
日
之
類
、
雖
属
各
母
、
而
音
実
逼
近
、
亦
可
通
用
。
然
須
取
最
逼
近
者
用
之
。
䆐
神
理
稍
遠
、
仍
不
得
通
也
）。
１４
た
と
え
ば
興
膳
宏
氏
は
『
文
鏡
秘
府
論
』
天
「
調
声
」
の
「
以
字
軽
重
清
濁
之
間
須
穏
」
と
い
う
く
だ
り
に
見
え
る
「
軽
重
」
と
「
清
濁
」
と
を
同
義
語
と
見
て
い
る
。『
弘
法
大
師
空
海
全
集
・
第
五
巻
』「
文
鏡
秘
府
論
（
興
膳
宏
氏
訳
注
）」
第
三
一
頁
参
照
。
た
だ
し
「
軽
重
」
が
「
平
仄
」
の
同
義
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
南
朝
梁
の
沈
約
『
宋
書
』
巻
六
八
「
謝
霊
運
伝
論
」
に
は
「
一
簡
之
内
、
音
韻
尽
殊
、
両
句
之
中
、
軽
重
悉
異
。」
と
い
う
一
節
が
あ
り
、
周
春
自
身
も
巻
之
七
「
論
各
書
」
の
中
で
こ
の
一
節
を
引
き
、「
軽
重
悉
く
異
な
る
と
は
、
平
上
去
入
四
声
の
調
諧
を
謂
ふ
な
り
（
軽
重
悉
異
者
、
謂
平
上
去
入
四
声
調
諧
也
）」
と
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
声
母
の
議
論
を
展
開
す
る
本
文
の
よ
う
な
箇
所
に
お
い
て
、「
軽
重
」
を
声
調
を
指
す
術
語
と
見
る
の
は
不
自
然
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
１５
ち
な
み
に
「
蟋
蟀
」
の
声
母
は
心
母
と
生
母
。
Ａ
「
双
声
正
格
」
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
「
死
生
」
と
同
様
で
あ
る
。
